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【主題】 自分の考えをもち、見通しをもって学習に参加することができる算数科授業づくり 

 

【副題】 ～「足場づくり」と、それをもとにした話し合い活動を通して～ 

 

【学校・団体名】佐賀県佐賀市立富士小学校 

【役職名・氏名】教諭 角田 晟      

１． 問題の所存 

 学習指導要領では、算数や数学において「問題解決

能力」の育成が非常に重要とされている。これは単に

計算を正確に行うだけでなく、問題に対して自分なり

に考え、適切な方法を選び、解答を導き出す力を身に

つけることを目的としている。しかし、実際の授業で

は、問題を理解し、自分のなりの考えをもつことがで

きない児童が多いと感じる。児童が自分の考えをもつ

ことができないと、問題解決能力が十分に育成されな

い。実際に、数学や算数の授業で「問題を理解し、自

分の考えをもつ」ことは、単に解答にたどり着くだけ

でなく、深い学びに繋がる重要な過程である。そのた

め、本研究では、児童が自分の考えをもつために、問

題提示の工夫や見通しの段階での「足場づくり」(『足

場づくり』石田淳一氏 引用参照)の研究を行った。 

２． 研究仮説 

 「足場づくり」が、自分の考えをもつことにつなが

り、その結果として児童の問題解決能力の向上につな

がるだろう 

３． 研究の内容 

(１) ヴィゴツキーの最近接発達領域を利用した

「足場づくり」 

 ヴィゴツキーは、発達の最近接発達領域理論を提

唱している。ヴィゴツキーは、子供が現時点で分か

っている水準を「現下の発達水準」と呼び、他人の

助けを借りれ

ばできるよう

になる水準を

「明日の発達

水準」と呼び、

「現下の発達

水準」と「明日

の発達水準」の

間の領域を最

近接発達領域

と名付けた。算

数の学習では、

「現下の発達水準」は、これまで学習した既習事項、

「明日への発達水準」は、これから学習する問題と

解釈できる。学習問題を解決するために、最近接発

達領域内で、「足場づくり」を行い、他人の力を借

りれば問題を解決できる段階まで、到達することが

大切だと考える。 

(２)「足場づくり」について 

 算数の学習は、系統的に学習が設計されている。

例えば、第五学年「四角形と三角形の面積」の学習

では、第四学年で、長方形や正方形の面積の学習を

し、第二学年では、長方形や正方形の性質について

も、学習している。つまり、算数の学習は、これま

で学習してきた既習内容を関連づけながら学習を

進めていく。しかし、児童は、どの単元でどの内容

を学習しているのか、整理せずに学習をしているの

ではないかと考えた。そのため、本時の問題を理解

するために、既習内容からどのような内容が活用で

きるのか、整理して学習する必要があると考えた。

石田(2010)は、「足場」について「児童が学習を進

めるための基盤となる知識、技能だ」と述べている。

本研究は、足場を授業の中で児童と共に考え、見通

しをもたせる手立てとして用いながら研究を行う。 

(３)見通す段階での話し合い活動 

算数の授業で

は、問題解決の

学習の過程で、

授業を進めてい

る。「問題をつか

む」、「解決まで

の見通し」「自力

解決」「ペアやグ

ループでの話し

合い」「全体での

話し合い」「まと

め」「適応問題」

の流れで授業を

進める。しかし、「解決までの見通し」をもつこと

【算数の学習の流れ】 

問題をつかむ 

    ↓ 

解決までの見通し 

    ↓ 

自力解決 

↓ 

グループ・ペアでの話し合い 

↓ 

全体での話し合い  

↓ 

まとめ・適応問題 

既習事項を振り返

り、足場をつくる 

自分の 

考えの 

変容 

・発見 

【発達の最近接発達領域】 

算数の学習では 

既習事項（現下の発達水準） 

 

 

 

 

 

新しい学習問題 

（明日への発達水準） 

最近接 

発達領域 

 

足場 

づくり 

足場を 

使いながら 
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ができない児童は、「自力解決」の際、ノートに自

分の考えを記述することができない。「解決までの

見通し」の段階でペア活動を取り入れることで、

児童同士で既習事項を活かしながら、「足場」を作

り上げるのではないかと考えた 

４． 授業実践 

 本実践は、小学校第五学年（11 名）を対象に、「単

位量あたりの大きさ」と「割合」の授業実践を行い、

検証を行った。 

（１） 授業実践「単位量当たりの大きさ」 

①「単位量当たりの大きさ」での足場 

 「単位量当たりの大きさ」を学習する際に、「足

場」となる考え方を整理した。「単位量当たりの大

きさ」では、異種の2つの量を比べる。そのために、

「いくつかの数量があるとき、同じに大きさになら

す」という平均の考え方が必要になる。単元の導入

では、その「ならす」という平均の考え方を「足場」

に授業を行った。2 時目には、豆渡しゲームを行っ

た。3 チームに分かれ、制限時間内でどれだけ豆を

取れたか競うゲームだ。制限時間は、3 チームとも

違う時間を設定し、「１分あたり」「１個あたり」な

ど単位や数量をそろえなければ、勝敗が分からない

ように設定した。 

以下の単元計画のように単元内での「足場」の確

認をした。授業内での、どの「足場」を使って考え

るべきか整理した。 

②検証授業(1/10時間目) 

・本授業の「足場」 

本時の1時目の授業では、3つのクッキーについて

比べた。値段が違うが同じ枚数のクッキー同士と枚数

は違うが同じ値段のクッキーをそれぞれ比べた。多く

の児童が、簡単に比べられた。その理由を問うと、「同

じ値段だから」や「同じ枚数だから」と答えた。つま

り、平均の考え方の「ならす」という事に当たる。こ

の「足場」を基に、本時の学習問題へと展開した。 

 

・本時の学習問題と見通す段階での話し合い活動 

「足場」では、「同じ値段」「同じ枚数」とならして

考えることができた児童だが、違う畳の数や違う人数

をどうすれば比べることができるかという問いを出し

た。比べるためには、「同じ畳の数」「同じ人数」に、

そろえれば比べることができると全体で確認をした。

「同じ」という視点を話し合い活動で見出しながら学

習を進めた。 

 ③考察 

 ・授業の「足場」について 

  検証授業を最近接発達領域の図に表してみた。既

習内容は、「同じ人

数・同じ畳の数」

なら比べることが

できる(現下の発

達水準)。本時の学

習内容は、「違う人

数・畳の数」につ

いてだ(明日への

発達水準)。足場と

して、「同じ畳の

数」「同じ人数」を

【学習問題】 

修学旅行に行きました。

６じょうの部屋に４人、

８じょうの部屋に６人

で泊まります。どちらの

方がこんでいますか？ 

 

同じ人数・同じ畳の数なら比べられ

る。(現下の発達水準) 

 

 

 

 

 

違う人数・違う畳の数ならどうすれ

ばよいか？（明日への発達水準） 
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そろえるために、話し合い活動を行った。「足場」を

つくる事で、グループでの話し合い活動で、何を話

し合う内容が明らかになった。どのグループも、「同

じ畳の数」「同じ人数」になるために、どうすればよ

いか検討をしていた。しかし、この「足場」だけで、

解決の見通しをもてた児童が少なかった原因として、

平均の「ならす」という思考に至らなかった。「同じ

数」つまり「1人分は～」「１畳分は～」という「足

場」まで、設定する必要があった。 

・見通す段階での話合い活動 

  見通す段階での話し合い活動では、「同じ人数」に

そろえて比べるためには、どうすればよいか話し合

った。グループの話し合いでは、わり算を使い一畳

分の人数を出すのではなく、分数を使って考えるグ

ループがあった。 

  これは、「同じ数」にそろえるために、分数で表し、

通分をして分母をそろえて、考えていた。授業では、

「１畳分の」「1人分の」と答えを導き出すグループ

は少なかったが、これまで学習してきた分数の知識

を使って、求めようとする姿が見られた。これは、

グループでの話し合い活動をすることで、導き出さ

れた答えだ。1 人で見通しをもたせることができな

い場合でも、グループで話し合うことで、様々な既

習知識を出し合い、答えを導き出す姿が見られた。 

（２）授業実践「割合」 

  ①「割合」での足場 

   第4学年では、「倍」の意味を「基準量を1とみ

たとき、比較する量がいくつにあたるか」という

見方でとらえていきている。また、「単位量当たり

の数量」の学習では、2 つの数量のうち一方を基

準として考え、もう一方の数量がどれだけに当た 

るかの学習をしてきている。これを「「足場」に、

割合は、「基準量を１とみたとき、比較する量がい

くつにあたるか」という見方でとらえさせた。 

また、2つの数量関係について割合や百分率で 

比較するよさに気づかせながら、学習を進めていった。 

②授業実践（5/10時間目） 

【学習問題】 

5時目の授業では、600ｍLのペットボトルが120％ 

 増量したら、何mLになるかの学習をした。本授業

は、前時で学習した「比べられる量＝もとにする

量×割合」を使って、未知であるもとにする量を

求めることである。図を使って、「比べる量」「も

とにする量」「割合」を整理し、立式させた。また、

120％の百分率の意味や表し方を確認しながら、学

習を進めた。 

 ③考察 

 ・「足場」を使った授業実践 

  前時で学習した、果汁30％の問題を振り返り「比

べられる量＝もとにする量×割合」の公式を「足

場」とした。本時の学習問題を読み、図に整理し、

個人で自分の見通しを記入させた。数名の児童が、

「比べる量」か「もとにする量」を求めるか迷っ

ている児童がいたため、見通しの段階で、全体で

図の確認を行った。自分の考えを書き終えると、

グループで自分の考えを確認しあった。この際、

T：どうして分数に表したの？ 

C1：6畳に4人いるから4／6になります。 

8畳に6人いるから6／8になります。 

T：でも、これなら同じ数になっていないから

比べることができないよね。 

C2：通分をすれば同じ数に比べることができ

ます。16/24と18/24です。なので、8畳

分の方が多いです。 
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2 名の児童が、自分の考えを書き表さずに、話合

い活動に入った。 

その内の1 名のA 児は、図までは記入したが、

式を書き表すことに戸惑っていた。話し合い後、

自分で立式をする姿が見られた。教師が、「どうし

て、この式になったの？」と尋ねると、ノートを

指さしながら説明をした。その後、全体の場でも、

式の説明をすることができた。授業終了後、A児

に「どうして、1 人では立式できなかったの？」

と質問すると「最初は、自分の考えに自信がなく、

なかなかノートに書き出せなかったけれど、友達

の意見を聞いて自分の考えに自信が持てた」と答

えた。1 人で自分の考えを書くことができない児

童でも、グループ活動での話し合い活動で、友達

の意見を取り入れることで、自分の考えとして自

信をもって活動することができていた。 

５．成果と課題 

(１)「足場」を参考に、自分の考えをノートに記述す

る児童が増えた。本授業では、足場を板書の左側

に書き、いつでも足場を確認できるようにした。

ノートの記述には、足場を利用して、記入してい

る児童も多くいた。事後のアンケートでも、「足

場のキーワードがあれば、自分の考えを書きやす

いですか。」という質問では、11 名中 10 名の児

童が書きやすいと回答した。「いいえ」と回答し

た児童は、「自分の言葉で書きたい」と言い、「足

場があると問題の見通しがもちやすい」と回答し

た。しかし、足場だけでは、１人で自分の考えを

記入できない児童もいた。その際は、友達と考え

を交流することで、友達の考えを足場にしながら、

学習に進む姿も見られた。足場を設定する授業を

行うことで、児童は、自分の考えを引き出しやす

いと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

   一方で、課題も見られた。児童にとって適切な

足場の設定をする難しさである。足場を見出す際

は、児童の言葉を引き出しながら、足場を導き出

してきた。しかし、足場をたくさん引き出してし

まうと、問題も簡易化してしまい、数学的な見方・

考え方を働かせることができない。数学的な見

方・考え方を働かせるためには、学習問題で条件

制御や過多など、問題提示を工夫しながら、「足場」

を設定することが大切だと感じた。 

(２)見通す段階での話し合い活動 

「足場」を使って見通すことができない児童に

とって、友達との話し合い活動は、貴重な「足場」

となっている。本授業実践でも、友達の意見を聞

くと「自分の考えに自信がもてる」「友達の意見を

参考に、自分の考えを書くことができる」「違う考

えの意見が聞ける」と肯定的な意見が多かった。

見通しの段階で、話し合い活動を行うことは、自

分の意見をもったり、よりよく自分の意見をよく

したりするために必要な過程だと考える。 

６．今後の展望 

 本研究では、「足場」と話し合い活動を使って、自

分の考えをもつ研究を行った。算数の学習では、数学

的な見方・考え方を働かせながら、問題解決の能力を

育成しなければならない。より、児童が数学的な見方・

考え方を働かせるには、問題提示を工夫し、児童が「あ

れ？」と疑問をもつことが大切である。今後は、算数

の問題提示を工夫しながら、授業実践を積み上げてい

きたい。 
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